
主催　文化庁、公益社団法人 全日本郷土芸能協会
後援　北海道教育委員会、岩手県教育委員会、埼玉県教育委員会、愛知県教育委員会、島根県教育委員会、

長崎県教育委員会、熊本県教育委員会、全国民俗芸能保存振興市町村連盟、ＮＨＫ、朝日新聞社、毎日
新聞社、東京新聞、北海道新聞社、岩手日報社、埼玉新聞社、中日新聞社、山陰中央新報社、長崎新聞
社、熊本日日新聞社、神社新報社、共同通信社、（一財）日本青年館

日本青年館ホール 新宿区霞ヶ丘町4-1
＊ 地図は裏面をご覧ください。

13:30 14:00 開演 16:45 終演

20188.20 月
開場

申込方法は裏面をご覧ください。

北海道檜山郡江差町
「土場鹿子舞」
土場鹿子舞保存会

愛知県刈谷市
「野田雨乞笠おどり」
野田雨乞笠おどり保存会

東京都新宿区（在日の海外団体）
「インドの古典舞踊」
コンテンポラリー・ナティアム・カンパニー

岩手県下閉伊郡田野畑村
「大宮神楽」
大宮神楽伝承保存会

島根県益田市
「石見神楽」
高津神楽社中

熊本県阿蘇市
「古閑の虎舞」
坂梨子ども会

埼玉県川越市
「南田島の足踊り」
南田島ちびっこ囃子連

長崎県五島市
「チャンココ」
五島市立崎山中学校

入場
無料

往復はがきとインターネットによる事前申し込み

文化庁委託事業「平成３０年度文化庁戦略的芸術文化創造推進事業」

～全国の子どもたちが未来に繋ぐ、ふるさとの芸能が大集合～

Kids Folklore Festival in Japan -MATSURI 2018-



日本各地に伝わる民俗芸能は、それぞれ歴史や風土の異なる地域に暮らす人々の生活の中で育まれ、伝承されてきた我が国の大切な文化遺産です。
この民俗芸能を伝承する子どもたちが日本全国から東京に集い、民俗芸能の披露を通して、広く一般の皆さんに民俗芸能の重要性、
力強さを認識していただき、地域の民俗芸能の保存振興を図ると共に、地域の魅力創生と日本の文化遺産の素晴らしさを発信します。

【申込先】

公益社団法人 全日本郷土芸能協会
「祭り2018」係
〒106-0032
東京都港区六本木 4－3－6－206

TEL 03-6434-9434　　FAX 03-6434-9435
E-mail  info@jfpaa.jp   http://www.jfpaa.jp

 ぼくたち、わたしたちのニッポンの祭り2018申込方法
【往復ハガキ又はメール】
①〒住所②氏名（フリガナ）③年齢
④職業⑤電話番号⑥希望人数（１通
につき２名まで。未就学児も１名）を
明記の上、返信面にご自身の〒住所、
氏名を記入し、８月10日（金）必着で
全郷芸事務局宛に申込み。
応募者多数の場合は抽選の上、入場
整理券を発送。

【お申込みフォーム】
インターネット特設お申込みフォームより
①氏名②住所③年齢・職業④電話番号
⑤メールアドレス⑥希望人数（未就学児も
１名）を明記の上、８月10日（金）必着で申
込送信。
応募者多数の場合は抽選の上、
入場整理メールを発送。
https://ws.formzu.net/fgen/S81298932/

日本青年館ホール

8.20 月

13:30 14:00 開演 16:45 終演開場

入場
無料

「大宮神楽」
大宮神楽伝承保存会

「南田島の足踊り」
南田島ちびっこ囃子連

「野田雨乞笠おどり」
野田雨乞笠おどり保存会

「石見神楽」
高津神楽社中

「チャンココ」
五島市立崎山中学校

「古閑の虎舞」
坂梨子ども会

「インドの古典舞踊」
コンテンポラリー・ナティアム・カンパニー

北海道檜山郡江差
町

島根県益田市 長崎県五島市

埼玉県川越市

熊本県阿蘇市

愛知県刈谷市岩手県下閉伊郡田
野畑村

東京都新宿区（在日
の海外団体）

文化庁、公益社団法人　全日本郷土芸能協会主  催
文化庁委託事業「平成３０年度文化庁戦略的芸術文化創造推進事業」

「土場鹿子舞」
土場鹿子舞保存会

どんば  ししまい

こ が    とらまい こ て ん ぶ よ う

みなみたじま     あしおど の  だ  あまごいかさ

いわみ   かぐら

おおみや かぐら

JR中央・総武線各駅停車

「信濃町」「千駄ヶ谷」駅より
徒歩12分

日本青年館ホール  新宿区霞ヶ丘町4-1
地下鉄銀座線

「外苑前」駅
3番出口より徒歩5分

都営地下鉄大江戸線

「国立競技場」駅
A2番出口より徒歩10分

会 場

交 通

案内図

～全国の子どもたちが未来に繋ぐ、ふるさとの芸能が大集合～
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